
















































































































































































































































































































































































































































































































篦jＭ２ＡL00.3BIO 賞叫壁画１゜誤ｎＯｎｌ LOC，2.Ｂ 国
霞二
図７梅花皮沢段丘、ターミナルモレーンの
模式断面図
これらのことから、飯豊山地の氷河地形発
達史を考えるとこの流域では過去3回の氷河
前進期が考えられる。まず、梅花皮段丘下部
の氷河底テイルを形成した氷河が滝沢出合に
ターミナルモレーンを形成した。その後、氷
河が後退する際にグランドモレーンを形成し
た。その堆積物は梅花皮段丘の中位に確認で
き、ターミナルモレーンと同様の氷河上テイ
ルの特徴を有する。また、梅花皮段丘の氷河
上テイルの直上に上位の氷河底テイルが堆積
し、境界が不明瞭であることから、その上位
の氷河底テイルを堆積させた２回目の氷河前
進期はその後すぐに起こったと考えられる。
ターミナルモレーン、グランドモレーンの氷
河上テイル中に観察できる黄褐色の粘土層中
には、下流に向かって礫が引きずられる構造
-２６－
などが観察された。このような構造はモレー
ンの上から氷河が覆って前進する際に形成さ
れる滑り面である（Benn,、Ｉ＆EvansD,Ｊ
Ａ、1998)。よって、本調査地域でも２回目
の氷河の前進がグランドモレーン、ターミナ
ルモレーンを覆って前進した際に形成された
滑り面であると解釈できる。
その後、石転び沢谷壁下位のトラフエッジ
を形成した氷河の前進があったと考えられる。
トラフエッジの比高から非常に小規模であっ
たことが示唆されるが、その前進期に対比さ
れるモレーン、堆積物は確認できない。
今回この温身平泥流の堆積物を観察した結
果、この泥流堆積物は上流部の氷成堆積物の
諸特徴をもつことが観察できた。また、３回
目の氷河前進期のモレーンが確認できないこ
と、泥流堆積物がターミナルモレーン直下か
ら分布することなどから泥流の発生起源は上
流のモレーンであると考えられる。
Ⅵ．まとめ
本研究により、過去３回の氷河前進期は少
なくとも11,000yrBP以前であると考えられ
る。前の２回の氷河前進期は同規模で時間間
隔も短く、後にあった３回目の氷河前進期は
非情に小規模であったと示唆されることから、
前の２回の氷河前進期は、ＭＩＳ４，後の３
回目の前進期はＭＩＳ２に対比するのが最も
妥当であろう。
また、氷河の末端を示すターミナルモレー
ンは、古環境を復元する上で重要な指標とな
る(小晴、1983)。本調査地域ではターミナル
モレーンが標高650ｍに位置し、これまで明
らかにされている日高山脈や日本アルプスと
比較すると非常に低いことがわかる。はじめ
に述べたとおり、日本海側多雪山地の利尻岳
豊仙沢では端堆石が標高300ｍ以下で確認さ
れ（澤口ほか、1994)、飯豊山地とほど近い
谷川岳でも、テイルが標高800ｍ付近で確認
されている（小晴・高橋、1999)。このこと
から、飯豊山地でもごく低高度まで氷河が前
進した事が十分に考えられる。
また、下流に分布する温身平泥流の発生原
因と氷河作用の関連性が示唆される。しかし、
上流部が湖沼化したとする試料はまったく確
認できていない。また、氷河前進期の直接的
２．温身平泥流と氷河地形
温身平段丘を構成する温身平泥流はターミ
ナルモレーン直下から飯豊山荘下流部まで広
範囲に分布している。梅花皮沢中腹部の谷幅
の狭いところで層厚約１５ｍ,飯豊山荘付近の
谷幅の広いところでの層厚は約６ｍである。
この泥流堆積物の堆積量を量簡易的手法によ
り復元したところ、泥流堆積物の総体積量は
推定10,000,000㎡前後と予想される。鹿児島
県針原川では一回の崩壊で160,000㎡、地す
べりの一部が土石流化した秋田県熊沢川では
500,000㎡の土石流が発生した（池谷、1999)。
これらの例と比べると、温身平泥流は非常に
大規模なものであったことがうかがえる。こ
のような膨大な泥流が発生しうるにはそれに
見合った降水量が必要であり、集中豪雨だけ
によるものとは考えにくい。富山県常願寺川
では天然ダムが決壊し、200,000,000㎡もの
土石流が発生した（池谷、1999)。飯豊山地
でも、最終氷期中に上流部で一部湖沼化した
とされる報告があり（米地ほか、1970）氷河
作用と何らかの関連が示唆される。
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な年代試料もＬｏＯ２の氷河底テイル中から採
取した有機物のみである。この試料は分析中
につき結果は得られていない。今後はこれら
のことに留意し、門内沢を含め詳細な現地調
査をおこなわなければいけない。
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